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紙面から５月の出来事

●時　事

  1日  原油価格高騰でガソリン値上げ

12日  今春の県内公立高就職内定率、

　　　４年連続上昇

●山梨県中央会ニュース

  9日  正副会長会議、理事会

29日  通常総会

６月の予定

  3日  2006「中小企業の森」植樹

  6日  金川の森「中小企業の森」草刈り

29日  労務改善団体連合会総会

2面  新連携対策補助金の公募/息吹
3面  景況情報/情報連絡員の業界の声
　　 金融アラカルト
4面  アクティブ kumiai
5面  Hello!組合事務局/組合Q&A
6面  新設組合紹介/ただいま、研究中！
7面  ジョブサポートだより
　　 官公需/情報BOX
8面  中国を視察 

　
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
は
、5
月

29
日（
月
）午
後
2
時
か
ら
昭
和
町「
ア
ピ
オ
」

で
、第
51
回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

　
会
員
組
合
等
の
代
表
者
、来
賓
並
び
に
受

賞
者
な
ど
約
2
5
0
名
の
参
加
を
得
、通
常

総
会
・
表
彰
式
典
・
交
流
会
を
実
施
し
た
。

　
通
常
総
会
で
は
宮
川
睦
武
会
長
が
議
長

に
就
任
し
、平
成
17
年
度
事
業
報
告
・
収
支

決
算
が
承
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、平
成
18
年

度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
の
ほ
か
、提
出
し

た
全
て
の
議
案
を
決
定
し
た
。ま
た
、理
事

2
名
の
補
充
を
行
っ
た
。

「
共
生
・
団
結
」

「
共
生
・
団
結
」

第
　
回
51

　
事
業
報
告
書
で
は
、
平
成
17
年

度
は
山
梨
県
中
央
会
の
創
立
50
周

年
で
あ
っ
た
た
め
、
6
月
の
記
念

植
樹
を
皮
切
り
に
、
東
京
で
の
富

士
の
国
や
ま
な
し
物
産
展
、

6
0
0
名
の
参
加
を
得
て
創
立
記

念
式
典
の
開
催
、
創
立
50
周
年
記

念
誌
の
発
行
、
中
国
四
川
省
視
察

研
修
な
ど
多
く
の
関
係
者
の
多
大

な
ご
協
力
を
得
て
一
連
の
記
念
事

業
を
実
施
し
た
旨
の
報
告
が
な
さ

れ
承
認
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
平
成
18
年
度
は
、
特
に
、

国
並
び
に
県
に
お
い
て
重
要
施
策

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
観
光
振
興

事
業
に
つ
い
て
、
本
会
の
会
員
に

占
め
る
観
光
関
連
組
合
の
比
率
も

高
く
こ
れ
ら
の
組
合
に
対
し
振
興

事
業
を
充
実
す
る
こ
と
は
本
会
に

と
っ
て
も
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ

と
か
ら
全
国
の
中
央
会
に
先
立
っ

て
観
光
専
門
業
務
を
立
ち
上
げ
、

関
係
す
る
事
業
を
展
開
す
る
こ
と

に
よ
り
県
内
産
業
と
地
域
の
活
性

化
を
図
る
と
と
も
に
、
中
央
会
の

新
た
な
活
動
分
野
を
開
拓
す
る
。

　
さ
ら
に
、18
年
度
は
、三
位
一
体

の
行
財
政
改
革
の
一
環
で
、
組
織

対
策
事
業
費
は
国
庫
補
助
が
全
額

廃
止
さ
れ
、
県
へ
事
業
費
分
が
税

源
と
と
も
に
移
譲
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
制
約
さ
れ
た
予
算
措
置

の
下
で
も
幅
広
い
産
業
分
野
に
お

け
る
連
携
組
織
の
推
進
の
た
め
き

め
細
か
い
支
援
を
実
施
し
、
本
県

中
小
企
業
の
振
興
に
資
す
る
こ
と
。

　
中
小
企
業
を
代
表
す
る
経
済
団

体
と
し
て
中
小
企
業
や
組
合
等
の

経
営
動
向
と
政
策
ニ
ー
ズ
を
的
確

に
把
握
し
、
中
央
会
内
に
設
置
す

る
各
委
員
会
な
ど
を
中
心
に
中
小

企
業
の
創
意
を
形
成
し
、
そ
の
要

望
実
現
を
図
る
た
め
の
政
策
提
言

活
動
を
推
進
し
て
い
く
、
基
本
方

針
が
盛
り
込
ま
れ
た
事
業
計
画
が

決
定
し
た
。

　
続
い
て
、
総
会
終
了
後
は
表
彰

式
典
が
行
わ
れ
、宮
川
会
長
か
ら﹁
今

こ
そ
、組
合
活
動
の
原
点
で
あ
る﹃
共

生
・
団
結
﹄の
精
神
を
思
い
起
こ
し
、

奮
い
立
つ
と
き
で
あ
り
ま
す
﹂
と

式
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
賞
状
等
の
贈
呈
で
は
、
退
任
し

た
組
合
理
事
長
、
中
央
会
役
員
へ

の
会
長
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。
続

い
て
、
特
別
表
彰
、
優
良
組
合
、
優

良
組
合
青
年
部
、

組
合
功
労
者
、

青
年
部
功
労
者
、

女
性
部
功
労
者
、

優
良
専
従
職
員

に
対
し
て
会
長

表
彰
が
贈
呈
さ

れ
た
。

　
な
お
、
受
賞

者
を
代
表
し
て

山
梨
県
印
刷
工

業
組
合
前
理
事

長
五
味
孝
男
氏

か
ら
謝
辞
が
述

べ
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
来
賓

と
し
て
、
山
梨

県
知
事
山
本
栄

彦
氏
、
衆
議
院

議
員
後
藤
斉
氏
、

小
野
次
郎
氏
、

赤
池
誠
章
氏
、

長
崎
幸
太
郎
氏
の
4
名
、
山
梨
県

議
会
代
表
し
農
政
商
工
観
光
委
員

長
山
下
政
樹
氏
、
甲
府
商
工
会
議

所
副
会
頭
飯
島
正
二
郎
氏
か
ら
祝

辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
式
典
終
了
後
は
、
交
流
会
が
開

か
れ
出
席
者
全
員
で
中
小
企
業
の

発
展
の
た
め
、
活
力
あ
る
活
動
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
合
っ

た
。

  

新
し
く
選
任
さ
れ
た

  

2
名
の
理
事

¡
志
村
武
彦
氏

　
　︵
山
梨
県
菓
子
工
業
組
合
︶

¡
渡
辺
　
正
氏

　
　︵
欽
明
事
業
協
同
組
合
︶

式辞を述べる宮川会長

表彰式典風景

中
央
会
通
常
総
会
を
開
催

中
央
会
通
常
総
会
を
開
催

中
央
会
通
常
総
会
を
開
催



息
吹

ibuki
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共
生
〜
共
に
生
き
る
た
め
の
新
た
な
結
び
つ
き

　
平
成
18
年
度
の
中
央
会
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
﹁
共
生
・

団
結
﹂で
あ
る
。そ
も
そ
も﹁
共
生
﹂と
は
、生
物
学
上
に
お
い

て
異
な
る
種
類
の
生
物
が
、互
い
に
行
動
や
生
き
て
い
く
た

め
の
活
動
に
お
い
て
互
い
に
緊
密
な
関
係
を
保
ち
な
が
ら

生
活
し
て
い
る
現
象
を
い
う
。魚
類
で
あ
る
ク
マ
ノ
ミ
と
刺

胞
動
物
で
あ
る
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
と
の
共
生
関
係
は
有
名

で
あ
る
。他
に
ア
ブ
ラ
ム
シ
と
ア
リ
や
根
粒
バ
ク
テ
リ
ア
と

マ
メ
科
植
物
な
ど
様
々
な
生
物
間
で
例
が
見
ら
れ
る
が
、
近

年
で
は
、﹁
共
生
﹂
と
い
う
こ
と
ば
は
そ
れ
ら
密
接
な
関
係
を

あ
て
は
め
生
物
学
以

外
の
様
々
な
文
脈
で

見
か
け
る
よ
う
に
な

っ
た
。﹁
男
女
共
生
﹂﹁
自

然
と
の
共
生
﹂﹁
共
生

社
会
﹂な
ど
で
あ
る
。

経
済
学
上
で
は
異
業

種
間
の
業
務
提
携
な

ど
に
も
使
わ
れ
て
い

る
。﹁
共
生
﹂と
は
、他

の
生
物
か
ら
養
分
や

危
険
か
ら
の
保
護
な

ど
の
利
益
を
得
る
代

わ
り
に
そ
の
生
物
に
と
っ
て
何
ら
か
の
利
益
を
提
供
す
る

と
い
っ
た
、
異
な
る
生
物
間
の
相
互
関
係
を
表
す
が
、
ま
さ

に
組
合
活
動
に
も
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。中
央
会
は

昨
年
創
立
50
周
年
を
迎
え
、
そ
の
間
に
組
合
理
念
で
あ
る
相

互
扶
助
の
精
神
に
基
づ
き
、中
小
企
業
者
が﹁
共
に
生
き
る
﹂

た
め
の
支
援
を
行
っ
て
き
た
。
今
年
度
は
さ
ら
に
﹁
共
に
生

き
る
た
め
の
新
た
な
結
び
つ
き
﹂
の
た
め
、
既
存
の
組
合
に

と
ど
ま
ら
ず
、
様
々
な
形
で
経
営
資
源
を
補
完
し
あ
え
る
環

境
を
つ
く
り
、新
た
な
企
業
支
援
を
強
力
に
展
開
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
。

  事業概要

1．事業化・市場化支援事業
　中小企業新事業活動促進法に基づく「異分野連携新事業分野開拓計画」の認
定を受けた代表者が、当該計画に従って行う事業の市場化に必要な取り組み
を支援します。具体的には、複数の中小企業が連携して行う新事業に必要な新
商品開発（製品・サービス）に係る実験、試作、研究会、マーケティング調査等に
係る経費を補助します。

2．連携体構築支援事業
　専門知識や高度な技術等を有する中小企業が新事業の具体化を図るため、
自己の優れた経営資源（技術、マーケティング、商品化等）を持ち寄り、他者（企
業、組合、研究機関、NPO等）と連携体を構築する取り組みを支援します。具体
的には、連携構築に資する規約の作成、コンサルタント、マーケティング調査
等に係る経費を補助します。
＜スキーム＞
国（経済産業局）→（3分の2補助）→　連携体代表者（中小企業者等）

  交付の対象

1．補助の対象となる要件
（1）事業化・市場化支援事業
　中小企業新事業活動促進法に基づく「異分野連携新事業分野開拓計画」の認
定を受けた代表者であること。
（2）連携体構築支援事業
　中小企業者であること。

2．補助率
　補助対象経費の3分の2以内

3．補助金額
（1）事業化・市場化支援事業 
　①事業化・市場化
　　1件あたりの補助金額は、2,500万円以内 
　②技術開発を伴う事業化・市場化
　　1件あたりの補助金額は、3,000万円以内 

（2）連携体構築支援事業 
1件あたりの補助金額は、500万円以内

4．補助事業期間
　交付決定日から平成19年3月31日まで

  公募期間

1．事業化・市場化支援事業 第2期 
　平成18年7月3日（月曜）～平成18年7月31日（月曜）（17：00締切）

2．連携体構築支援事業 第2期
　平成18年7月3日（月曜）～平成18年7月31日（月曜）（17：00締切）
 

  公募資料ダウンロード

ホームページ　
http://www.kanto.meti.go.jp/seisaku/chusho/20050811sinrenkeik
oubo.html
　◎平成18年度新連携対策補助金公募要領（PDF/618kb） 
　◎申請様式（Word形式/174kb）（一太郎形式/124kb） 

  問い合わせ先

1．関東経済産業局地域経済部新規事業課 （申請書受付先）
　〒330-9715　
　埼玉県さいたま市中央区新都心1-1　さいたま新都心合同庁舎1号館
　電話：048-600-0394
　ホームページ　http://www.kanto.meti.go.jp 

2．経済産業省中小企業庁経営支援部経営支援課
　〒100-8912
　東京都千代田区霞ヶ関1丁目3番1号
　電話：03-3501-1763
　ホームページ　http://www.chusho.meti.go.jp

　経済産業省中小企業庁では、中小企業が事業の分野を異にする事業者（中小企業、大企業、個人、組合、研究機関、NPO等）と有機的に連携し、その経営資源（技
術、マーケティング、商品化等）を有効に組み合わせて、新事業活動を行うことにより、新市場創出、製品・サービスの高付加価値化を目指す取り組み「新連携」を
支援することを目的として、平成18年度予算において新規採択のための公募を行います。
　なお、詳細につきましては経済産業省中小企業庁及び関東経済産業局より公表される資料又はホームページをご覧ください。

平成平成1818年度年度 

新連携対策補助金の公募について新連携対策補助金の公募について
平成18年度 

新連携対策補助金の公募について
事業化・市場化支援事業、連携体構築支援事業
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金 融 ア ラ カ ル ト

業
界
の
声

情
報
連
絡
員
の

情

報

連

絡

員

　調査対象の50業界のDI値は、製造業は「売上高」、「収益状況」ともやや悪化し
たものの、3ヶ月連続して「売上高」がプラス値を示しており、回復ぶりがうかが
える。非製造業においても「売上高」「収益状況」がやや悪化したが、全体的には
回復の動きが定着しつつある。
　一方、依然として原油価格の先高感が高まっており、燃料費等の高騰に加え、
原材料、包装資材などのコスト高が多くの産業の収益を圧迫し、コストの増加
に伴い、資金繰りが悪化している企業も見られるなど、依然として厳しい経営
を余儀なくされている企業が見受けられる。

景況情報
山梨県中小企業団体中央会

情報連絡員報告
（平成18年４月分）

山
梨
県
石
油
協
同
組
合
　

　
　
　
　
　
　
専
務
理
事
　
菅
原 

五
男 

氏

□
業
界
か
ら
一
言

■
製
造
業

●
食
料
品
製
造
／
菓
子
関
連
は
、

砂
糖
、
包
装
資
材
の
高
騰
が
経

営
を
圧
迫
、
更
な
る
値
上
げ
が

懸
念
。水
産
物
加
工
は
、原
料
が
、

依
然
と
し
て
上
昇
傾
向
に
あ
り
、

採
算
面
が
厳
し
い
。ワ
イ
ン
は
、

酒
税
法
改
正
に
よ
る
価
格
改
定

の
売
れ
行
き
へ
の
影
響
が
懸
念
。

●
繊
維
・
同
製
品
／
織
物
は
、袖

裏
地
の
発
注
が
増
加
し
た
が
、

ネ
ク
タ
イ
、傘
生
地
の
減
少
、マ

フ
ラ
ー
受
注
の
遅
れ
等
の
影
響

に
よ
り
売
上
が
減
少
︵
ク
ー
ル

ビ
ズ
対
策
が
必
要
︶。

●
木
材
木
製
品
／
木
材
の
販
売

量
・
仕
入
量
は
、
流
通
・
製
造
部

門
と
も
若
干
増
加
。
販
売
価
格

は
、流
通
部
門
は
不
変
、製
造
部

門
は
微
増
。
仕
入
価
格
は
流
通

部
門
は
上
昇
し
た
が
、
製
造
部

門
は
不
変
。外
材
は
強
含
み
、国

産
材
は
保
ち
合
い
の
状
況
。

●
印
刷
／
売
上
は
増
加
し
た
が
、

企
業
間
格
差
が
ま
す
ま
す
拡
大
。

●
窯
業
土
石
製
品
／
生
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
出
荷
量
は
、
公
共
物

件
が
３
月
に
終
了
し
、
民
需
も

少
な
い
た
め
、
売
上
高
が
大
幅

に
減
少
、今
後
も
期
待

薄
。砂
利
販
売
は
売
上
・

販
売
価
格
・
設
備
操
業

度
が
上
昇
し
た
が
、売

上
代
金
の
回
収
遅
延
、

特
採
料
の
支
払
い
の

た
め
、資
金
繰
り
が
悪

化
し
て
い
る
企
業
が
あ
る
。

●
鉄
鋼
機
械
金
属
／
機
械
製
造

は
、
全
体
的
に
好
調
に
推
移
し

て
い
る
が
、
末
端
企
業
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
。

●
宝
飾
品
／
宝
飾
品
は
、金
・
プ

ラ
チ
ナ
地
金
価
格
の
高
騰
に
よ

り
、
製
品
単
価
は
上
昇
し
て
い

る
が
、
生
産
数
が
減
少
し
て
い

る
。需
要
の
低
迷
・
輸
入
品
の
圧

迫
な
ど
で
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
る
。

■
非
製
造
業

●
小
売
業
／
水
産
物
は
、
価
格

上
昇
傾
向
に
あ
る
中
、
大
型
店

と
の
競
争
に
よ
り
売
上
が
減
少
。

食
肉
小
売
は
、原
材
料
・
配
送
価

格
が
上
昇
し
、収
益
を
圧
迫
。家

電
は
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
が
好
調

で
あ
る
が
、
白
物
家
電
は
減
少

し
、
売
上
が
減
少
。
健
康
機
器
・

住
宅
機
器
販
売
な
ど
に
力
を
入

れ
、業
態
を
変
化
さ
せ
、

売
上
を
確
保
し
て
い

る
企
業
が
あ
る
。燃
料

販
売
は
、４
月
の
価
格

は
据
え
お
き
、５
月
は

５
円
程
度
の
値
上
げ

が
必
要
な
見
込
み
。自

動
車
販
売
は
、販
売
台

数
は
減
少
し
た
が
、利

幅
の
あ
る
車
種
の
売

り
上
げ
が
好
調
で
あ

る
た
め
、売
上
が
増
加
。

●
サ
ー
ビ
ス
業
／
ホ

テ
ル
・
旅
館
は
、地
域
間
・

企
業
間
に
よ
る
格
差

が
見
ら
れ
る
。ヴ
ァ
ン

フ
ォ
ー
レ
効
果
の
た

め
か
、
売
上
・
収
益
と

も
改
善
し
た
旅
館
も

見
ら
れ
る
。

●
建
設
業
／
建
設
業
は
、

公
共
事
業
の
額
が
平

成
10
年
度
の
半
分
程

度
で
あ
り
、
厳
し
い
状
況
が
続

く
。鉄
構
工
事
は
、大
手
ゼ
ネ
コ

ン
が
談
合
の
摘
発
、
独
禁
法
の

規
制
強
化
に
よ
り
、
厳
し
い
経

営
を
強
い
ら
れ
て
お
り
、
下
請

へ
の
し
わ
寄
せ
が
さ
ら
に
厳
し

く
な
っ
て
い
る
。管
工
事
は
、４

月
は
微
増
し
た
が
、
公
共
事
業

の
減
少
に
よ
り
、
年
間
で
は
売

上
減
少
が
見
込
ま
れ
る
。
加
え

て
材
料
の
値
上
が
り
が
収
益
を

圧
迫
。型
枠
工
事
は
、公
共
工
事

が
減
少
し
、民
間
工
事
も
、安
値

競
争
に
よ
る
採
算
割
れ
で
、
倒

産
や
廃
業
が
懸
念
さ
れ
る
。

●
運
輸
業
／
タ
ク
シ
ー
業
界
は
、

４
月
は
異
動
時
期
で
あ
り
売
上

増
の
期
待
を
し
た
が
、
前
年
比

微
減
。運
輸
業
者
は
、燃
料
価
格

が
再
上
昇
し
、
自
社
で
運
送
す

る
と
採
算
割
れ
の
状
況
で
あ
り
、

外
注
に
よ
る
中
間
マ
ー
ジ
ン
に

よ
り
、
収
益
を
確
保
し
て
い
る

企
業
が
あ
る
。バ
ス
業
界
は
、新

規
参
入
に
よ
る
供
給
過
多
︵
価

格
競
争
︶、燃
料
な
ど
の
コ
ス
ト

上
昇
に
よ
り
経
営
が
悪
化
し
て

い
る
企
業
が
あ
る
。

山梨県商工業振興資金の概要
　県内中小企業者の金融の円滑化を促進し、もって経営の安定、体質強化、地場産業の振興、組合活動の強化、研究開
発企業の育成、労働力確保及び行政諸施策の促進を図るため４資金16融資を設け、金融機関の協調を得て、年利1.9
％（保証付き1.6％）～2.4％（保証付き2.1％）の低利で長期の融資を実施している。

セーフティネットの整備　
●経営支援緊急融資Ａ型・Ｂ型の継続実施　
　小規模企業者（常時雇用者20人（商業・サービス業５人）以下）の資金繰
りを支援するため、無担保・第三者保証人不要で融資する経営支援緊急融
資Ａ型・Ｂ型について、継続実施する。

●資金繰り支援借換融資の継続実施　
　事業者の資金繰りを支援するため、県制度融資の借換のための融資を
継続実施する。

●売上減少事業者向けの緊急融資の継続実施　
　経済状況の変化により業況に大きな影響を受けた事業者のうち、売上
減少事業者に向けた臨時的融資を継続実施する。（経済変動対策融資の経
営安定化特別分）

●既往融資の条件変更措置の継続実施　
　経営の健全性を有し事業の再生が可能な者について、２年以内の返済
期間延長等を継続実施する。

その他の主な制度融資　
●事業促進融資の実施
　合理化、近代化及び環境整備や企業体質の強化を図ろうとする事業者
に向けた融資を実施する。

●経済変動対策融資（不況業種対策関係）の実施
　原油の高騰等により影響を受けている事業者に向けた融資を実施する。

●地場中小企業育成資金
    製造業を主たる事業として営む事業者に向けた融資を実施する。

融資に関しての御相談は・・・
●中小企業金融相談窓口　　TEL.055-223-1554　
　　甲府市丸の内1-6-1　山梨県庁本館2Ｆ
●取扱金融機関
　　商工組合中央金庫、山梨中央銀行、東京スター銀行
　　各信用金庫、各信用組合

130億円

山梨県商工労働部商業振興金融課　金融担当　TEL.055-223-1538

平成18年度
商工業振興資金

総融資枠

業
界
の
現
状
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
　

　
本
業
界
で
は
、平
成
８
年
特
石
法︵
特
定
石
油
製
品
輸
入
暫
定
措
置
法
︶が
廃
止
さ

れ
、そ
れ
以
後
発
生
し
た
自
由
化
と
規
制
緩
和
を
機
に
求
め
ら
れ
た
厳
し
い
経
営
環

境
を
乗
り
越
え
る
た
め
、行
政
に
頼
ら
ず
自
立
意
識
の
中
で
経
営
の
自
己
責
任
の
徹

底
と﹁
消
費
者
の
視
点
に
立
っ
た
販
売
﹂を
重
視
す
る
よ
う
意
識
改
革
を
お
こ
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　
昨
今
の
原
油
価
格
高
騰
は
、米
国
、中
国
及
び
イ
ン
ド
な
ど
の
急
速
な
石
油
製
品

需
要
の
拡
大
や
、イ
ラ
ン
等
の
中
東
地
域
の
不
安
定
や
要
因
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
高
値
傾
向
は
当
分
の
間
続
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。こ
の
よ
う
に
原
油
価
格
の
上

昇
は
先
の
見
え
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、給
油
所
で
は
安
易
に
小
売
価
格
に
転
嫁

し
な
い
よ
う
に
経
費
削
減
等
の
経
営
努
力
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、そ
れ
も

限
界
に
達
し
て
お
り
、特
に
山
間
地
域
に
代
表
さ
れ
る
売
上
高
が
少
な
い
給
油
所
の

経
営
は
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
の
状
況
が
続
け
ば
﹁
S
S
の
陥
没
地
域
﹂

︵
近
隣
に
S
S
が
無
い
地
域
︶が
発
生
し
、当
業
界
が
考
え
て
い
る
地
域
に
根
ざ
し
た

給
油
所
と
し
て
の
社
会
的
機
能
・
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
な
く
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。そ
の
よ
う
な
状
況
を
回
避
す
る
た
め
に
も
、適
正
な
小
売
価
格
で
適
正

な
利
益
を
得
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
、業
界
と
し
て
力
を
入
れ
て
い
く
こ
と

　
各
給
油
所
は
経
営
基
盤
の
強
化
を
は
か
り
、環
境
保
全
対
策
や
今
後
予
想
さ
れ
る

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
等
の
新

燃
料
の
安
定
供
給
の
為
の
施

設
づ
く
り
と
と
も
に
、優
秀
な

人
材
の
育
成
・
ス
タ
ッ
フ
の
強

化
と
働
き
が
い
の
あ
る
職
場

作
り
を
推
進
す
る
よ
う
努
力

す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、そ
の
立
地
条
件
を
活
か
し﹁
か
け
こ
み
１
１
０
番
連
絡
所
﹂と
し
て
社
会
貢

献
活
動
に
も
力
を
入
れ
地
域
と
と
も
に
歩
む
給
油
所
を
目
指
し
ま
す
。

趣
味
は
何
で
す
か
？

　
今
は
、地
区
の
自
治
連
合
会
会
長
を
し
て
い
る
関
係
で
、趣
味
の
時
間
は
余
り
な

い
で
す
ね
。
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中
央
会
●
会
員
組
合
活
動
紹
介

タ
ク
シ
ー
乗
務
員

武
田
信
玄
と
山
本
勘
助
を
学
ぶ

第
10
回
竹
炭
ま
つ
り
を
開
催

下
部
温
泉
に

 
 
 「
美
人
の
湯
」が
誕
生
。

下部温泉観光旅館協同組合

身延竹炭企業組合

甲府ハイヤー事業協同組合TOPIX

TOPIX

TOPIX

熱心に講師の話を聞く出席者

あいさつをする大木理事長

賑わう竹炭組合広場

　
身
延
竹
炭
企
業
組
合
︵
片
田
義

光
理
事
長
︶
は
、
４
月
29
日
︵
土
︶
に

身
延
町
和
田
峠
の
竹
炭
組
合
広
場

に
お
い
て
第
10
回
竹
炭
ま
つ
り
を

開
催
し
た
。

　
今
年
は
、
竹
炭
と
出
合
い
初
め

て
10
年
を
迎
え
る
記
念
す
べ
き
年

で
あ
る
。
10
年
前
に
地
域
資
源
の

有
効
活
用
と
町
の
活
性
化
を
目
指

す
地
元
の
住
民
︵
定
年
退
職
者
・
農

業
・
商
店
主
・
建
築
職
人
等
︶
ら
構

成
員
が
任
意
組
織
を
発
足
し
、
荒

れ
た
竹
林
か
ら
切
り
出
し
た
竹
を

活
用
し
た
竹
炭
・
竹
酢
液
を
主
と

し
て
製
造
し
て
い
た
が
、
突
然
の
健
康
、
自
然
・
環
境
ブ
ー
ム
で
竹
炭

製
品
の
需
要
が
増
加
し
、
事
業
の
拡
大
に
伴
い
企
業
組
合
を
設
立
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
節
目
の
年
に
合
わ
せ
、
趣
向
凝
ら
し
た
竹
炭
ま

つ
り
を
企
画
し
た
。

　
当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
和
田
峠
の
樹
木
が
芽
吹
き
、
緑
一
色
で

目
が
眩
し
い
山
中
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
、
液
晶
テ
レ
ビ
な
ど
を
含
む

豪
華
景
品
２
０
０
点
の
引
換
券
を
探
す
宝
さ
が
し
や
身
延
山
奥
ノ
院

を
眺
め
な
が
ら
竹
酢
液
が
入
っ
た
足
湯
で
く
つ
ろ
ぐ
コ
ー
ナ
ー
、
ま

た
、
地
元
作
詞
家
が
﹁
筍
﹂
を
作
詞
し
、
東
京
か
ら
歌
手
を
招
い
て
新
曲

﹁
筍
﹂
の
披
露
が
さ
れ
た
歌
謡
シ
ョ
ー
。
そ
の
他
、
組
合
員
が
知
恵
を
絞

り
商
品
化
し
た
竹

炭
工
芸
品
や
竹
炭

シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど
、

竹
炭
・
竹
酢
液
関

連
商
品
の
超
特
価

販
売
を
は
じ
め
、

や
き
そ
ば
・
焼
き
鳥
・

わ
た
菓
子
の
模
擬

店
も
あ
り
、
盛
り

沢
山
の
内
容
で
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

県
内
外
の
多
く
の

子
供
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
幅
広
い
来

場
者
で
一
日
中
、

和
田
峠
は
賑
わ
っ

た
。

山あいにたたずむ下部温泉郷

源泉を確かめる「おかみ会」の面々

あいさつをする片田義光理事長

　
下
部
温
泉
で
掘
削
が

行
わ
れ
て
い
た
源
泉
が

湧
出
し
4
月
23
日
に
公

開
さ
れ
た
。
温
泉
温
度

は
51
・
5
度
で
毎
分
４

０
０
リ
ッ
ト
ル
の
湧
出

量
と
な
る
。
専
門
家
に

よ
る
と
、
ペ
ー
ハ
ー
度

が
高
い
強
ア
ル
カ
リ
泉

で
、
肌
に
良
い
﹁
美
人
の

湯
﹂
、
糖
尿
病
と
痛
風
に

効
能
が
あ
る
。
下
部
温

泉
観
光
旅
館
協
同
組
合

︵
石
部
元
章
理
事
長
︶
で

は
、
こ
の
源
泉
の
分
湯
工
事
を
進
め
、
今
年
の
秋
か
ら
活
用
し
て
い
く

予
定
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
下
部
温
泉
の
湯
は
33
度
程
度
で
あ
っ
た
た

め
、温
泉
地
の
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
る
。

　
下
部
温
泉
で
は
最
盛
時
の
昭
和
63
年
頃
に
は
年
間
入
湯
客
が
35
万

人
を
数
え
た
が
、
バ
ブ
ル
景
気
の
終
焉
に
つ
れ
年
々
客
足
は
減
少
し
、

平
成
16
年
に
は
15
万
人
と
落
ち
込
ん
だ
。
こ
の
た
め
、
下
部
観
光
協
会

で
は
、﹁
下
部
温
泉
リ
バ
イ
バ
ル
プ
ラ
ン
﹂
を
策
定
し
お
客
の
勧
誘
に

努
め
て
き
た
が
、
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
た
仕
組
み
が
効
を
奏
し
、
最

近
は
再
び
上
昇
傾
向
と
な
っ
て
き
た
。

　
石
部
理
事
長
に
よ
る
と
、
新
し
い
源
泉
を
多
い
に
活
用
し
て
下
部

温
泉
の
雰
囲
気
を
活
か
し
た

特
色
あ
る
温
泉
場
づ
く
り
を

進
め
る
と
の
こ
と
。
そ
の
コ
ン

セ
プ
ト
は
、
お
客
の
心
と
体
を

癒
す﹁
現
在
版
の
湯
治
場
﹂
。

　
組
合
に
よ
る
入
浴
指
導
員

の
育
成
、﹁
温
泉
会
館
﹂
へ
の
健

康
施
設
の
設
置
、
す
で
に
有
名

な
﹁
湯
町
ほ
た
る
公
園
﹂
へ
の

足
湯
づ
く
り
、﹁
宿
・
泊
分
離
﹂

の
価
格
設
定
な
ど
を
検
討
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
食
は
す
で
に
地
元
の

﹁
ユ
バ
、
豆
腐
、
手
作
り
味
噌
﹂

な
ど
を
使
っ
た
健
康
志
向
で

特
色
を
出
し
、
好
評
を
得
て
い

る
。

　
甲
府
ハ
イ
ヤ
ー
事
業

協
同
組
合
︵
大
木
政
理

事
長
︶は
、２
０
０
７
年

N
H
K
の
大
河
ド
ラ
マ

で﹁
風
林
火
山
﹂が
放
映

さ
れ
る
の
に
先
駆
け
、

ま
た
、
観
光
シ
ー
ズ
ン

を
前
に
甲
府
市
総
合
市

民
会
館
で
乗
務
員
接
客

接
遇
研
修
会
を
２
日
間

開
催
し
た
。
２
日
間
で

タ
ク
シ
ー
会
社
の
乗
務

員
約
２
０
０
名
が
出
席

し
、﹁
武
田
信
玄
と
山
本

勘
助
﹂に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　
講
師
は
、戦
国
武
田
氏
を
中
心
と
し
た
研
究
活
動
を
精
力
的
に
行
っ

て
い
る
山
梨
県
学
術
文
化
財
課
県
史
編
さ
ん
室
主
査
で
山
梨
大
学
で

も
講
師
を
勤
め
て
い
る
平
山
優
先
生
で
、
研
修
内
容
は
﹁
武
田
信
玄
と

山
本
勘
助
﹂を
テ
ー
マ
に
、大
河
ド
ラ
マ
の
原
作
の
主
役
で
あ
り
、﹃
戦
国

一
の
軍
師
に
し
て
謎
の
ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
た
異
将
﹄と
言
わ
れ
て
い
る

山
本
勘
助
を
中
心
に
、
山
本
勘
助
の
人
物
像
、
山
本
勘
助
と
武
田
信
玄

の
出
会
い
、
山
本
勘
助
の
得
意
と
し
た
兵
法
、
武
田
軍
の
危
機
を
救
っ

た
山
本
勘
助
の
兵
法
、上
杉
謙
信
と
の
戦
い
で
有
名
な
川
中
島
の
合
戦

な
ど
、
資
料
を
も

と
に
話
し
が
あ
り
、

参
加
者
は
熱
心
に

講
師
の
話
を
聞
い

て
い
た
。

　
ま
た
、本
年
、甲

府
ハ
イ
ヤ
ー
事
業

協
同
組
合
は
、
創

立
40
周
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
更

な
る
組
合
の
発
展

と
み
ん
な
に
愛
さ

れ
る
甲
協
を
目
指

し
、
一
致
団
結
し

て
い
く
こ
と
を
組

合
員
一
同
誓
っ
た
。
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組合事務局Hello!Hello!

●山梨県宅建事業協同組合

宅地建物取引業の免許を受けた宅地建物取引業の免許を受けた

県内の宅地建物取引業者の多数が加入している県内の宅地建物取引業者の多数が加入している

山梨県宅建事業協同組合。山梨県宅建事業協同組合。

今回は、事務局長の青柳さんにお話を伺いました。今回は、事務局長の青柳さんにお話を伺いました。

宅地建物取引業の免許を受けた

県内の宅地建物取引業者の多数が加入している

山梨県宅建事業協同組合。

今回は、事務局長の青柳さんにお話を伺いました。

設立／昭和57年9月9日

所在地／甲府市下小河原町237-5 山梨県不動産会館内

理事長／小林義照

組合員数／692人　職員数／4人　

出資金／6,920千円

TEL／055-243-4300　FAX／055-243-4301 Hello!

事務局長：事務局長：青柳健一青柳健一さんさん事務局長：青柳健一さん

　
　
組
合
の
活
動
は
？

　
宅
地
建
物
取
引
業
を
行
う
う
え
で
欠
か
す
こ
と

が
出
来
な
い
媒
介
︵
仲
介
︶
契
約
書
、
重
要
事
項
説

明
書
、売
買
・
賃
貸
借
契
約
書
の
販
売
や
都
市
計
画

図
、住
宅
地
図
の
斡
旋
販
売
、組
合
員
の
業
務
に
対

す
る
教
育
研
修
事
業
、
本
年
度
か
ら
は
住
宅
ロ
ー

ン
で
あ
る﹁
フ
ラ
ッ
ト
35
﹂の
申
込
み
事
務
代
行
業

務
を
行
っ
て
い
る
。今
後
に
つ
い
て
は
、指
定
管
理

者
制
度
に
お
け
る
公
営
住
宅
の
入
居
斡
旋
か
ら
管

理
業
務
ま
で
の
受
託
を
計
画
し
て
い
る
。

　
　
事
務
局
で
は
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
 

　
　
い
ま
す
か
？

　
各
種
契
約
書
の
販
売
業
務
、
事
業
執
行
に
お
け

る
総
務
・
財
政
・
情
報
事
業
・
受
注
開
発
の
4
委
員

会
や
理
事
会
の
運
営
補
助
、
宅
地
建
物
取
引
業
務

に
関
し
て
の
組
合
員
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
な
ど
へ

の
対
応
、経
理
処
理
に
関
す
る
業
務
を
し
て
い
る
。

時
々
、
一
般
の
方
か
ら
の
不
動
産
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
に
対
し
て
も
対
応
し
て
い
る
。

　
　
事
務
局
と
し
て

　
　
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
？

　
組
合
員
と
接
す
る
う
え
で
、挨
拶
や
電
話
対
応
、

面
談
な
ど
に
お
い
て
明
る
く
親
し
み
や
す
く
、
気

軽
に
声
を
か
け
て
頂
け
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
し

て
い
る
。

　
　
事
務
局
で
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
？

　
事
務
局
と
し
て
一
生
懸
命
な
対
応
に
、
組
合
員

か
ら
の﹁
あ
り
が
と
う
﹂の
一
言
を
頂
い
た
と
き
。

　
組
合
員
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
的
確
な

回
答
が
で
き
た
と
き
。

　
　
事
務
局
で
困
っ
て
い
る
こ
と
は
？

　
大
都
市
圏
に
お
い
て
は
明
る
い
兆
し
が
あ
る
も

の
の
地
価
の
長
期
下
落
に
よ
り
組
合
員
業
務
が
低

迷
し
て
い
る
。
一
方
、
規
制
緩
和
傾
向
と
は
い
え
、

消
費
者
契
約
法
、個
人
情
報
保
護
法
の
施
行
、ア
ス

ベ
ス
ト
・
耐
震
診
断
な
ど
と
組
合
員
業
務
は
拡
大

し
て
い
る
。

　
　
趣
味
は
？

　
軟
式
庭
球
な
ど
、
運
動
し
た
り
す
る
こ
と
で
あ

る
が
、最
近
は
運
動
す
る
機
会
が
な
く
、映
画
な
ど

の
ビ
デ
オ
鑑
賞
ば
か
り
で
、若
干
、太
り
気
味
で
す
。

　
　
最
後
に
ひ
と
こ
と

　
事
業
用
・
居
住
用
に
限
ら
ず
、土
地
建
物
や
ア
パ

ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
、
貸
事
務
所
・
貸
店
舗
等
の
ご

用
命
は
、ハ
ト
の
マ
ー
ク
が
目
印
の
、信
頼
と
安
心

の
組
合
員
宅
地
建
物
取
引
業
者
を
ご
利
用
下
さ
い
。

QQQQQQ Q

財
産
目
録
の
作
成
方
法

　
財
産
目
録
は
商
法
上
、会
社
に
お
い
て
は
作
成
さ
れ
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、協
同
組
合
に
お
い
て
も

省
略
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
？

　
ま
た
、作
成
す
る
場
合
の
方
法
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

　
財
産
目
録
と
は
、
そ
の
字
句
の
示
す
よ
う
に
財
産
の
目
録
で

あ
っ
て
、
貸
借
対
照
表
と
異
な
り
個
々
の
財
産
の
内
容
を
つ
ま

び
ら
か
に
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
は
貸
借
対
照
表
の
勘
定
科
目
内
訳
書
の
集
積
と
も
ま
た

異
な
っ
て
、ま
ず
積
極
財
産
た
る
資
産
の
内
容
を
示
し
、そ
れ
か

ら
消
極
財
産
た
る
負
債
の
内
容
を
控
除
し
て
、
正
味
財
産
額
を

表
示
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
す
。

　
財
産
目
録
に
付
す
べ
き
価
格
に
つ
い
て
は
、
財
産
と
い
う
以

上
は
貸
借
対
照
表
上
の
簿
価
で
は
な
く
、
組
合
持
分
計
算
の
基

礎
と
な
る
べ
き
処
分
換
価
価
値
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
意

見
が
あ
り
ま
す
が
、現
在
は
概
ね
財
産
価
格
の
内
容
に
よ
ら
ず
、

貸
借
対
照
表
の
帳
簿
価
格
を
移
記
し
、
正
味
財
産
を
貸
借
対
照

表
の
自
己
資
本
額
に
一
致
せ
し
め
る
表
示
方
法
を
と
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
商
法
に
お
い
て
は
、
会
社
の
清
算
等
の
特
別
な
場
合

を
除
い
て
決
算
関
係
書
類
と
し
て
財
産
目
録
の
作
成
を
要
求
し

て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
︵
第
40
条
第

一
項
︶で
は
、決
算
関
係
書
類
と
は
事
業
報
告
書
、財
産
目
録
、貸

借
対
照
表
、損
益
計
算
書
、及
び
剰
余
金
処
分
案
又
は
損
失
処
理

案
を
さ
し
、
必
ず
作
成
す
る
べ
き
類
の
一
つ
と
し
て
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
。な
お
、理
事
が
こ
れ
ら
の
書
類
を
通
常
総
会
に
提
出

し
な
か
っ
た
場
合
は
、罰
則
の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、解
任
請

求
等
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
留
意
し
て
下
さ
い
。

　
ま
た
、様
式
に
つ
い
て
は﹃
組
合
経
理
基
準
﹄を
参
考
と
し
、組

合
の
実
状
に
応
じ
て
作
成
し
て
下
さ
い
。
作
成
上
の
留
意
点
は

次
の
と
お
り
で
す
。

(1)
科
目
は
貸
借
対
照
表
と
同
一
の
も
の
を
使
用
し
、
配
列
の
順

位
や
金
額
も
同
一
と
す
る
。

(2)
単
位
は
円
と
し
、
千
円
単
位
で
記
載
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ

な
い
。

(3)
組
合
の
規
模
に
応
じ
て
一
定
金
額
以
上
の
大
口
債
権
、
債
務

に
つ
い
て
は
個
別
に
記
載
し
、
そ
の
他
は
﹁
他
何
口
﹂
と
し
て
表

示
す
る
。

　
教
育
情
報
費
用
繰
越
金
︵
法
定
繰
越
金
︶
は
、
教
育
情
報
費
用

に
使
用
さ
れ
、残
額
は
な
い
。

　
貸
倒
引
当
金
は
個
々
の
主
た
る
勘
定
ご
と
に
控
除
し
て
示
す

こ
と
が
で
き
る
。

A Q 組
合
Q
&
A

Kumiai

不動産のことなら何でもハトのマークにご用命下さい。
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　このコーナーは、山梨大学の先生とその研究を紹介することで、「地元大学と中小企業の橋渡しのきっかけになれば」と企画されたものです。
　紹介にあたっては、中央会の職員が大学の研究室におじゃまし、できるだけ分かり易い言葉で記事を書くようにしています。そのため、研究内容
が正確に伝わらない場合がありますが、ご容赦下さい。

山梨大学　研究室訪問 第５回

ただいま、研究ただいま、研究中!ただいま、研究中!
メッキで次世代の電子部品の製造技術を開く

 ～超平滑面への無電解メッキ技術の応用～

●電気分解・メッキについてのご相談がありましたら、
　山梨大学･知的財産本部（TEL：055-220-8755，FAX：055-220-8757）までお気軽にご連絡下さい。

柴田正実先生
　（ 工学部 応用化学科　教授 ）

橋梁における免震用積層ゴム

医薬品情報室より
最新情報を提供

山梨医療福祉事業
協同組合

理事長／山田 龍矢
設立／平成17年8月8日
住所／山梨県甲府市丸の内2－8－11丸ビル3F
TEL／055-228-3101　FAX／055-228-3102

新設組合紹介

今
日
、
医
療
機
関
や
介
護
事
業
所
の
多
く
は
低
い

　
　
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
に
よ
り
経
営
環
境
が
厳

し
く
な
っ
て
お
り
、
経
費
の
削
減
を
図
り
、
経
営
改
善

に
向
け
て
の
必
死
の
努
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
、中
小
の
医
療
機
関
や
介
護

事
業
所
が
生
き
残
り
の
た
め
、ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を

活
か
し
た
共
同
事
業
を
行
う
べ
く
事
業
協
同
組
合
を

設
立
し
ま
し
た
。

　
優
秀
な
人
材
の
確
保
と
医
療
の
質
を
落
と
さ
ず
に

経
費
の
軽
減
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、病
院
等
の
経
営
を

安
定
さ
せ
る
た
め
、次
の
よ
う
な
事
業
展
開
を
行
っ
て

い
ま
す
。

 

共
同
購
買
事
業

　
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
や
医
療
・
介
護
機
器
メ
ー
カ
ー
と

の
価
格
交
渉
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、ス
ケ
ー
ル
メ
リ

ッ
ト
を
活
か
す
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、共
同
購
買
又
は

斡
旋
を
行
っ
て
い
ま
す
。特
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

︵
後
発
医
薬
品
︶を
積
極
的
活
用
し
、そ
の
安
定
供
給
や

情
報
の
共
有
化
に
努
め
低
額
か
つ
安
心
安
全
な
医
療

の
普
及
を
目
指
し
ま
す
。

 

人
材
の
確
保
と
養
成

　
組
合
員
の
病
院
等
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
行
い
、医

師
・
薬
剤
師
・
看
護
士
等
の
確
保
を
行
う
た
め
、広
報
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
材
の
質
を
高
め
る
た
め
、
計
画
的
に
新
採

用
者
研
修
、職
別
研
修
、医
療
実
務
者
研
修
を
行
い
、医

療
、
介
護
、
医
薬
品
等
の
情
報
技
術
の
共
有
化
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　
設
立
後
１
年
に
満
た
な
い
た
め
、当
初
の
計
画
の
通

り
に
進
ん
で
い
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、県
民
生
活

に
安
心
安
全
の
医
療
の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

■無電解メッキとはどのようなメッキ方法なのでしょうか。
　メッキは、物質の表面に金属イオンと触媒を使って金属

の被膜を作る技術です。

　古代エジプト時代の装飾品に既にメッキ技術が使われ

ており、我が国でも奈良の東大寺の大仏建立の際に、金色

の大仏作るためにメッキの技術が使われました。このとき

は、大仏の表面に金と水銀を混ぜた合金(アマルガム)を塗

った後、加熱により水銀を蒸発させて大仏に金メッキをほ

どこしました。

　メッキ技術は、古くから利用されてきた表面処理技術で

あるとともに、どのような金属をどのような材質にどのよ

うな方法でメッキするのかという組み合わせにより、様々

なバリエーションが生まれます。

　メッキには大きく分けて2つの方法があります。その一

つが「電気メッキ」であり、メッキしたい物質を金属溶液に

中に浸けて電流を流すことで負電極となった物質の表面

に溶液中の金属が析出させてメッキを行うという技術です。

そのため、電気メッキができるものは、電導性にある物質

に限られるという制約があります。

　もう一つは、「無電解メッキ」であり、金属イオンの化学

反応によりメッキを行う技術で、電導性の有無にかかわら

ずメッキを行うことができるという利点を持っています。

　最近は、プラスチック素材などに金属の質感（高級感）を

持たせたり、金属メッキを施すことで非導電性の物質表面

に電導性を持たせたりするなど、私たちの身のまわりの様々

なものに無電解メッキの技術が使われています。

■なぜ平滑面にメッキをする技術が重要なのでしょうか。
　現在の各種のエレクトロニクス製品の基板では、電流が

流れる経路を銅メッキで作っています。

　例えば、コンピュータのCPUは2ギガヘルツ（1秒間に20

億回の振幅数）という高周波の信号で作動しています。こ

のCPUは高集積な電子部品であるために、基板表面にわ

ずかな凹凸があるだけで高速信号に乱れが生じてしまい、

信号伝達性能が低下されることになってしまいます。

　現在のメッキ技術では、基板表面の凸凹によりメッキの

密着強度が保たれているため、単純に平滑基板に置き換え

るわけにはいかないという事情があります。しかし、今後、

電子部品の性能をこれまで以上にアップさせようとする

場合には、高周波特性を向上することは重要なポイントに

なってきます。

　そのため、凸凹のない平滑面に密着強度の高いメッキを

作成する技術が確立されれば、電子部品の高性能化と高集

積化を飛躍的にアップさせることができると考えられます。

　現在取り組んでいる研究は、表面凹凸の高低差が0.6ナ

ノメートル（原子2個分の高さ）以下という超平滑なアルミ

ナ（アルミニウムと酸素の化合物）基板に特殊な表面処理

により単分子膜の層を形成させた後、金とパラジウムをメ

ッキ触媒として用いることにより、密着強度の高いメッキ

を作成させる無電解メッキ技術です。

■電子部品の小型化のためにはどうしても必要な技術ですね。
　日本が世界との競争の中で優位を保っていくためには、

製造技術を常に高度化させていくことが求められています。

その中でも、電子部品の小型化・高集積化・高機能化は特に

重要な技術分野です。超平滑面に密着強度の強いメッキを

作成する技術が確立されれば、電子部品の性能向上・小型

化を図ることができると期待しています。

　また、超平滑面への無電解メッキ技術は、将来的に、様々

な分野に応用できる技術と考えています。

　超平滑面へのメッキは究極のメッキ技術ですが、メッキ

はたくさんの製造業の方が利用されているごく一般的な

技術です。メッキ全般に関する化学的・技術的な問題につ

いて幅広くご相談にのれますのでお気軽にご連絡下さい。

O O O O O O O O O

サファイヤ基板

Pd

単
分
子
膜
層

パラジウム触媒によるメッキ面の乱れ

O O OO OOO O

サファイヤ基板

金とパラジウムの触媒によるメッキ面の安定化
Au

単
分
子
膜
層

ジェネリック医薬品とは…ジェネリック医薬品とは…

　新薬の特許期間満了後に発　新薬の特許期間満了後に発

売される薬の総称で、同じ成分・売される薬の総称で、同じ成分・

同じ効き目でありながら、薬同じ効き目でありながら、薬

価は新薬の半額です。価は新薬の半額です。

ジェネリック医薬品とは…

　新薬の特許期間満了後に発

売される薬の総称で、同じ成分・

同じ効き目でありながら、薬

価は新薬の半額です。
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ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
だ
よ
り

ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
だ
よ
りjob support

カ
タ
カ
ナ
職
種
は

業
務
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク

■

か
つ
て
小
泉
内
閣
総
理
大
臣
が
厚
生
大
臣
だ
っ
た
頃
、
官
庁
や
マ

ス
コ
ミ
は
カ
タ
カ
ナ
用
語
を
多
用
し
す
ぎ
る
と
指
摘
し
、﹁
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
﹂d﹃
通
所
介
護
事
業
所
﹄
、﹁
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
﹂d﹃
短

期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
﹄
、﹁
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
﹂
d
﹃
訪
問
介
護
事
業

所
﹄
と
言
い
換
え
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
国
立
国
語
研
究
所
﹁
外
来

語
﹂
委
員
会
が
平
成
15
年
4
月
か
ら
平
成
18
年
3
月
ま
で
に
﹁
言
い
換

え
提
案
﹂
を
発
表
し
た
外
来
語
は
1
7
6
語
。
主
な
言
い
換
え
例
は
、

﹁
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
﹂d
﹃
外
部
委
託
﹄﹃
業
務
委
託
﹄
、﹁
イ
ン
フ
ォ
ー

ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
﹂d
﹃
納
得
診
療
﹄
、﹁
オ
ン
デ
マ
ン
ド
﹂d
﹃
注
文
対

応
﹄﹃
受
注
対
応
﹄
等
々
で
あ
る
。
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
の
を
見
て
、
何

だ
、
そ
う
だ
っ
た
の
か
と
納
得
し
た
人
も
多
か
っ
た
の
で
は
。

■

バ
ブ
ル
経
済
時
の
人
手
不
足
対
策
で
は
、
人
材
採
用
の
﹁
成
功
す

る
求
人
広
告
の
職
種
表
現
﹂
と
い
う
の
が
あ
っ
た
。
新
し
い
時
代
の
好

感
が
持
て
る
書
き
換
え
を
工
夫
す
る
こ
と
を
奨
励
し
て
い
た
。
そ
の
例

を
あ
げ
る
と
、
外
食
産
業
で
は
﹁
ウ
エ
イ
ト
レ
ス
﹂d
﹃
フ
ロ
ア
担
当
﹄
、

﹁
洗
い
場
係
り
﹂d
﹃
キ
ッ
チ
ン
運
営
担
当
者
﹄
、﹁
仕
入
担
当
﹂d
﹃
ス
ー

パ
ー
バ
イ
ザ
ー
﹄
等
。
小
売
業
で
は
﹁
店
員
﹂d
﹃
店
舗
ス
タ
ッ
フ
﹄
、﹁
売

場
係
﹂d﹃
〇
〇
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
﹄
等
。
事
務
職
で
は
﹁
営
業
事
務
﹂d﹃
営

業
ア
シ
ス
タ
ン
ト
事
務
﹄
、﹁
事
務
補
助
﹂d﹃
事
務
ス
タ
ッ
フ
﹄
等
。
専
門

職
で
は
﹃
シ
ョ
ッ
プ
プ
ラ
ン
ナ
ー
﹄
、﹃
ビ
ュ
ー
テ
イ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
﹄、

﹃
ツ
ア
ー
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
﹄
の
類
で
あ
る
。
和
製
英
語
は
耳
障
り
が
よ
く

響
き
が
い
い
。

■

最
近
の
求
人
情
報
を
検
索
し
て
い
る
と
、
こ
う
し
た
和
製
英
語
が

や
た
ら
と
目
に
付
く
。
経
済
が
好
転
し
た
が
、
既
に
職
種
表
現
と
し
て

定
着
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
冒
頭
で
述
べ
た
日
本
語

回
帰
で
は
な
い
が
、
本
来
の
仕
事
内
容
が
気
に
な
っ
て
し
ま
う
。﹃
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
﹄
と
い
え
ば
、
一
見

”ア
ド
バ
イ
ザ
ー
“
職

と
思
い
込
ん
で
し
ま
う
が
、
洋
服
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
な
が
ら
売
る
、
つ

ま
り
衣
料
品
の
販
売
業
務
で
あ
る
。
同
様
に
﹃
ヘ
ル
ス
・
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
﹄
は
健
康
食
品
の
販
売
員
。﹃
人
事
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
﹄
は
折
込
求
人
広

告
の
営
業
な
の
だ
。こ
う
な
る
と
悪
乗
り
の
感
は
否
め
な
い
。

■

求
職
者
は
応
募
に
際
し
て
、
カ
タ
カ
ナ
職
種
の
募
集
に
は
注
意
し

て
臨
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
募
集
職
種
と
仕
事
内
容
を
よ
く
確
認
す
る

こ
と
だ
。
入
社
し
て
か
ら
、
こ
ん
な
筈
で
は
な
か
っ
た
と
後
悔
し
な
い

た
め
に
も
。

情報BOX

第10回 中小企業組織活動懸賞レポート募集
テーマ

開催
時期目的

問い合わせ先

問い合わせ先

　テーマは自由です。下記はあくまで例示です。（ホームページ（助成事業ページ）の『過
年度入選作品一覧』欄で最近の入選作品のテーマが具体例として確認できますので参考にし
てください）。
　①組合の事業活性化報告　　②わがグループの新連携　③わが団地組合の一体化維持策
　④商店街の活性化活動報告　⑤組織化活動の直面する課題とその対応
　⑥中小企業組織活動と私　　⑦中央会、商工会議所・商工会における指導員の指導体験

財団法人商工総合研究所
〒135－0042  東京都江東区木場5丁目11番17号 商工中金深川ビル5Ｆ
Tel.03－5620－1691㈹　Fax.03－5620－1697
E-mail：sri@shokosoken.or.jp　HP：http://www.shokosoken.or.jp/

平成18年度

県内外から訪れる人々に地域の観光資源のPR
や地域特産品の展示販売及び来場した人々との
交流を通して、山梨の様々な魅力を紹介するた
めに開催する。

「県民情報プラザ物産観光展」へ
  お申し込み下さい。

県産品
ふれあい
事業

社団法人山梨県観光物産連盟  （担当者　伊藤さん）
〒400-0031  甲府市丸の内1－8－5 県民情報プラザ１階
Tel.055-231-2722　Fax.055-22-3040

●上記以外の日時においても、県民情報プラザ１階の交流スペースを
　活用することができます。出品を希望する方は下記までお問い合わ
　せ下さい。

平成18年  8月  2日～  4日
　　　　 10月11日～13日
　　　　 11月15日～17日
　　　　 12月13日～15日
平成19年  1月17日～19日
　　　　   2月21日～23日

　全国中小企業団体中央会では、官公需（官公庁が発注する工事や役務、物品の発注など）の受注に意欲的な組合
または官公需適格組合であって受注実績が僅少な組合を対象に、対象組合の希望テーマに沿った専門家の派遣
事業を実施しており、平成18年度の対象組合を募集しています。
  これから官公需適格組合証明を取得しようとする組合、また官公需適格組合であり、受注機会の確保・増大につ
いて共同受注体制の整備や受注能力の向上を図るために必要な知識を専門家から学ぶ良い機会となります。募
集期間は平成18年12月末まで
　また、山梨県中央会としても、官公需問題懇談会事業を例年実施しており、官公需適格組合証明申請に係る手
続きや共同受注体制、品質管理又は検査体制整備などを確立するお手伝いを行っております。お気軽にお問い合
わせください。

　●詳しくは　TEL055-237-3215　中央会連携推進課　官公需担当 堀内まで

官公需業種別受注対策事業実施組合の募集について平成18年度
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北京の日本大使館であいさつする宮川会長

成都内藤家具製造有限公司前にて

　
中
央
会
で
は
創
立
50
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、４
月
22
日（
土
）か
ら
28
日

（
金
）ま
で
の
7
日
間
、中
国
・
四
川
省
を
中
心
に
海
外
研
修
を
実
施
し
た
。宮
川
会
長

を
団
長
と
し
て
27
名
の
参
加
者
が
あ
り
、山
梨
県
と
友
好
県
省
の
四
川
省
成
都
市
に

あ
る
内
藤
副
会
長
の
現
地
工
場
を
視
察
し
た
り
、北
京
で
は
日
本
大
使
館
を
公
式
訪

問
し
、大
き
な
成
果
を
収
め
た
。

　
訪
中
団
の
方
か
ら
、感
想
を
お
寄
せ
頂
い
た
の
で
紹
介
す
る
。

中国事情視察研修に同行して
㈱日本ネットワークサービス　金丸 雅人

中
国
を
視
察

　中央会創立50周年記念事業による中国視察研修に同行

取材させていただいた感想を寄せさせていただきます。

　宮川会長を筆頭に、山梨県の中小企業をリードされる中

央会の幹部の方々とともに、世界が注目する程の急激な発

展を続けていると言われている、近くて遠い国中国に１週

間の長期に渡り同行させていただいたことは、大変

意義深く勉強になり一生忘れることのない楽しい

ものでありました。

　取材と言う立場から今回の視察は大きく３ケ所

の訪問先にポイントをおいておりました。

　まず最初は何と言っても内藤副会長の「成都内藤

家具製造有限公司」の訪問であります。10年以上も

前にこの難しい国であれだけ大規模の工場進出を

されたことに大変驚き、内藤副会長の当時の苦労は

計り知れないものであったろうと思いました。設立

後の苦労も耐えないお話も聞かせていただきまし

たが、現在の中国の建築ラッシュを見たときに先見

性のある事業であったなと内藤副会長に対し、尊敬

の念を深くいたしたしだいであります。

　次は世界遺産の黄龍・九寨溝です。さすがに広大

な中国の大自然に圧倒され、最近になって観光設備が整っ

た為、見学するには大変価値のあるものでした。南洋ではよ

く見るあのエメラルドグリーンがどうしてこの山岳地にあ

るのか、決して忘れることのできない風景でありました。今

後、間違いなく世界に轟く観光地になることでしょう。

　最後は北京日本大使館訪問です。参事官の話は報道にな

いものが多く大変勉強になりました。特に印象に残ったのは、

「政治状況は悪いが意外に中国人は日本人の事を嫌ってい

ない」という話でありました。隣国として普通に付き合える

関係に早くなれる政治状況を期待したいものであります。

　まとめに、オリンピック景気にも後押しされた中国は、自

分が想像する以上に経済発展しており、将来の恐ろしささ

え感じました。ゆえに、この視察を通じて痛感した事は、速

やかなる日中関係の修復と末永い友好、親善が大切である

と思いました。

　結びに、この視察を企画していただいた中央会に感謝申

し上げるとともに、期間中暖かくご協力、ご指導くださった

参加者の皆様に感謝申し上げ感想とさせていただきます。

　メタボリック症候群（内臓脂肪症候群）をご存じで
しょうか。内臓脂肪型の肥満に高脂血症、高血圧、高血
糖の症状が重なると、心筋梗塞や脳卒中などに進行す
る危険性が高まることで、40歳以上の男性では2人に
1人が有病者か予備軍だそうです。太り気味で、中性脂
肪が高く、血糖値が高め、血圧も高めという方は、メタ
ボリック症候群だそうです。皆さん注意しましょう。

　ご意見・ご要望は、中小企業タイムズ編集班までお
寄せ下さい。 

TEL 055-237-3215  FAX 055-237-3216
E-mail webmaster@chuokai-yamanashi.or.jp

編

集

後

記

　法律によって、通常総会終了後2週

間以内に提出しなければなりません。

　ご不明な点は、中央会担当指導員ま

でお問い合わせ下さい。

決算関係書類等の
提出をお忘れなく！


